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も
と
も
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
独
立
期
の
民
族
意
識
の
形
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
筆
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
災
害
対
応
に
関
す

る
本
書
を
書
い
た
こ
と
は
、
奇
妙
な
巡
り
あ
わ
せ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　
大
学
院
を
出
て
か
ら
常
勤
の
職
に
就
く
ま
で
、
一
、
二
年
の
有
期
雇
用
の
職
場
を
転
々
と
す
る
時
期
が
続
い
た
。
そ
の
職
場
の

一
つ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
北
ス
マ
ト
ラ
州
メ
ダ
ン
に
あ
る
日
本
の
総
領
事
館
だ
っ
た
。
当
時
紛
争
中
だ
っ
た
ア
チ
ェ
で
、
二
〇

〇
二
年
一
二
月
に
停
戦
合
意
が
成
立
し
た
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
国
際
社
会
が
「
平
和
の
配
当
」
と
し

て
開
発
援
助
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
案
件
発
掘
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
紛
争
と
は
ほ
ぼ
無
縁
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ

バ
州
を
研
究
し
て
き
た
自
分
が
、
現
地
の
言
葉
は
わ
か
る
け
れ
ど
土
地
勘
が
ほ
と
ん
ど
な
い
紛
争
地
の
ア
チ
ェ
で
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
自
分
に
問
い
な
が
ら
着
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
着
任
の
翌
月
に
束
の
間
の
停
戦
合
意
が
破
棄
さ
れ
て
ア
チ
ェ
に
戒
厳
令

が
敷
か
れ
、
政
府
軍
に
よ
る
独
立
派
勢
力
の
掃
討
作
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
外
国
人
の
ア
チ
ェ
入
域
は
禁
じ
ら
れ
、
筆
者
の
担
当
は

北
ス
マ
ト
ラ
州
へ
の
ア
チ
ェ
避
難
民
支
援
の
案
件
発
掘
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
ア
チ
ェ
の
人
た
ち
は
、
紛
争
下
で
住
民
組
織
を
強

め
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
総
領
事
館
を
訪
ね
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
狭
い
範
囲
の
人
々
に
の
み
裨
益
す
る
よ
う
に
見

え
て
は
い
け
な
い
な
ど
の
縛
り
が
あ
り
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
紛
争
が
再
開
し
た
ア
チ
ェ
へ
の
開
発
援
助
が
事
実
上
凍
結
さ
れ
た

た
め
、
ア
チ
ェ
支
援
の
枠
組
み
で
実
施
で
き
た
案
件
が
な
い
ま
ま
、
一
年
間
の
任
期
を
終
え
て
二
〇
〇
四
年
三
月
に
帰
国
し
た
。

　
紛
争
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
特
殊
事
情
の
あ
る
現
場
で
は
現
地
事
情
の
理
解
は
現
場
で
の
実
務
に
ほ
と
ん
ど

役
に
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
残
っ
た
。
自
分
が
研
究
し
て
い
る
の
は
何
の
た
め
な
の
か
、
そ
し
て
、
自
分
が
専
門
と
す
る

地
域
研
究
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
分
野
な
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
に
ス
マ
ト
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ラ
島
沖
で
巨
大
地
震
と
大
津
波
が
発
生
し
、
ア
チ
ェ
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
そ
の
報
に
接
す
る
と
、
当
時
の
勤
務
先
で

同
僚
だ
っ
た
石
井
正
子
さ
ん
（
現
大
阪
大
学
准
教
授
）
は
、
直
ち
に
休
職
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
飛
び
、
津
波
発

生
の
五
日
後
に
は
被
災
地
入
り
し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
行
動
力
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
専
門
家

を
任
じ
る
地
域
研
究
者
は
、
現
地
事
情
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
に
現
地
入
り
す
る
支
援
者
に
対
し
て
支
援
活
動
に
意
味
の
あ
る
現
地

情
報
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
た
思
い
が
し
た
。

　
災
害
対
応
の
現
場
で
役
に
立
つ
現
地
情
報
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
に
は
、
災

害
対
応
の
専
門
家
が
現
場
で
何
を
見
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
緊
急
人
道
支
援
の
実
務
者
と
の
共
同
研
究
や
理
学
・
防
災
研
究
者
の
共
同
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
。

は
じ
め
て
接
す
る
も
の
ご
と
が
多
く
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
、
ま
る
で
共
同
研
究
が
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
よ
う
だ
っ

た
。

　
地
域
研
究
者
は
「
暗
黙
知
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
土
地
勘
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
地
域
研
究
者
の
強
み
で
も
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
土
地
勘
は
ど
の
よ
う
に
し
て
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
し
て
、
土
地
勘
が
あ
る
人
は
、
現
場
で
何
を
ど
の
よ
う
に
見

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
災
害
対
応
と
い
う
関
心
を
共
有
す
る
が
互
い
に
専
門
性
が
異
な
る
人
た
ち
に
対

し
て
そ
れ
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
筆
者
の
現
在
の
勤
務
先
は
地
域
研
究
と
情
報
学
の
統
合
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
情
報
学
の
専

門
家
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
情
報
の
整
理
や
伝
達
の
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
工
夫
を
知
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
問
い
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
を
広
げ
て
く
れ
た
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
異
分
野
・
異
業
種
の
方
々
と
の
共
同
研
究
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

筆
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
災
害
対
応
の
現
場
で
見
聞
き
し
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
、
な
る
べ
く
そ
の
過
程
を
見
せ
な
が
ら
示

そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
以
下
の
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
研
究
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
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ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州
の
災
害
対
応
過
程
に
お
け
る
情
報
の
整
理
と
発
信
に
関
す
る
調
査
研
究
」

（
研
究
代
表
者
：
国
立
民
族
学
博
物
館
・
山
本
博
之
、2005

-2007

）。

文
部
科
学
省
「
世
界
を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
対
応
型
地
域
研
究
推
進
事
業
」「
人
道
支
援
に
対
す
る
地
域
研
究
か
ら
の
国
際
協
力
と

評
価
：
被
災
社
会
と
の
共
生
を
実
現
す
る
復
興
・
開
発
を
め
ざ
し
て
」（
研
究
代
表
者
：
大
阪
大
学
・
中
村
安
秀
、2006

-

2010
）。

Ｊ
Ｓ
Ｔ
-Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力
事
業
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
地
震
火
山
の
総
合
防
災
策
」（
研

究
代
表
者
：
東
京
大
学
・
佐
竹
健
治
、2009

-2011

）。

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ａ
）「
災
害
対
応
の
地
域
研
究
の
創
出
―
―
「
防
災
ス
マ
ト
ラ
・
モ
デ
ル
」
の
構
築
と
そ
の
実
践
的
活

用
」（
研
究
代
表
者
：
京
都
大
学
・
山
本
博
之
、2011

-2014

（
予
定
））。

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｂ
）「
自
然
災
害
か
ら
の
創
造
的
な
復
興
の
支
援
を
目
指
す
統
合
的
な
民
族
誌
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：

京
都
大
学
・
清
水
展
、2011
-2014
（
予
定
））。

京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
地
域
情
報
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
研
究
代
表
者
：
柳
澤
雅
之
、2010

-）。

京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
「
災
害
対
応
の
地
域
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
研
究
代
表
者
：
山
本
博
之
、2011

-）。

　
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
地
震
・
津
波
の
報
に
接
し
て
ス
マ
ト
ラ
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
情
報
発
信
を
行
っ
た
こ
と
は
本
文
で
書
い
た
通
り

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
災
害
と
無
縁
の
研
究
を
し
て
い
た
筆
者
は
、
当
初
は
一
時
的
に
情
報
提
供
を
行
う
だ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
結
果
と
し
て
そ
の
活
動
を
二
年
間
続
け
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
災
害
対
応
研
究
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
押
し
と

な
っ
た
の
は
、
最
初
に
ト
ヨ
タ
財
団
か
ら
い
た
だ
い
た
研
究
助
成
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
後
の
今
日
で
は
想
像
し
に
く
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
当
時
は
外
国
の
災
害
対
応
研
究
の
意
味
は
十
分
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
方
向
に
研
究
が
進
み
、
ど
の
よ
う

な
成
果
が
出
る
か
が
見
え
な
い
状
況
で
助
成
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
研
究
費
の
面
で
支
え
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
研
究
活

動
の
意
義
（
の
潜
在
性
）
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
と
て
も
心
強
い
思
い
が
し
た
。
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本
書
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
次
の
文
章
を
再
構
成
し
、
書
き
下
ろ
し
の
文
章
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
災
害
対
応
の
地
域
研
究
―
被
災
地
調
査
か
ら
防
災
ス
マ
ト
ラ
・
モ
デ
ル
へ
」『
地
域
研
究
』
第
11
巻
第
2
号
、2011, pp. 49

-

61.
（
は
じ
め
に
）

「
災
害
対
応
と
情
報
―
二
〇
〇
四
年
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
の
報
道
記
事
を
も
と
に
」『
シ
ー
ダ
ー
』
第
3
号
、2010, pp. 24

-

31.

（
第
1
章
）

「
ポ
ス
ト
・
イ
ン
ド
洋
津
波
の
時
代
の
災
害
地
域
情
報
―
災
害
地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
向
け
て
」『
ア
ジ
ア
遊

学
』
第
113
号
、2008, pp. 103

-109.

（
第
2
章
）

「
災
害
対
応
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編
の
可
能
性
―
二
〇
〇
六
年
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ペ
ー
パ
ー

発
行
の
事
例
か
ら
」『
日
本
災
害
復
興
学
会
二
〇
〇
九
長
岡
大
会
論
文
集
』、2009, pp. 67

-70

（
西
芳
実
と
の
共
著
）。（
第
3

章
）

「
災
害
の
複
合
性
を
念
頭
に
お
い
た
災
害
対
応
―
二
〇
〇
九
年
西
ジ
ャ
ワ
地
震
に
見
ら
れ
る
避
難
と
議
論
の
混
乱
の
事
例
か
ら
」

『
日
本
災
害
復
興
学
会
二
〇
一
一
東
京
大
会
講
演
論
文
集
』、2010, pp. 44

-47

（
西
芳
実
と
の
共
著
）。（
第
4
章
）

「「
数
え
る
」
か
ら
「
と
も
に
語
る
」
へ
―
地
域
研
究
に
よ
る
人
道
支
援
の
創
造
的
評
価
に
向
け
て
」『
人
道
支
援
に
対
す
る
地
域

研
究
か
ら
の
国
際
協
力
と
評
価
』
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
、2011, pp. 38

-48.

（
第
5
章
、
第
7
章
）

「
流
動
性
の
高
い
社
会
に
お
け
る
復
興
―
二
〇
〇
九
年
西
ス
マ
ト
ラ
地
震
に
お
け
る
日
本
の
人
道
支
援
の
事
例
か
ら
考
え
る
」

『
日
本
災
害
復
興
学
会
二
〇
一
〇
神
戸
大
会
論
文
集
』、2010, pp. 93

-96

（
西
芳
実
と
の
共
著
）。（
第
6
章
）

「
社
会
を
修
復
す
る
地
域
研
究
―
物
語
・
意
味
を
再
生
す
る
「
地
域
の
知
」」
上
野
稔
弘
・
西
芳
実
・
山
本
博
之
編
『「
情
報
災

害
」
か
ら
の
復
興
―
地
域
の
専
門
家
は
震
災
に
ど
う
対
応
す
る
か
』
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、2011, pp. 28

-

32.

（
第
9
章
）

「
震
災
は
い
か
に
し
て
国
民
的
災
害
に
な
っ
た
か
」
山
本
博
之
監
修
『
雑
誌
に
見
る
東
日
本
大
震
災
』
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情

報
セ
ン
タ
ー
、2012, pp. 3

-5.

（
第
9
章
）



295

あ
と
が
き

「
災
害
対
応
の
地
域
研
究
―
ポ
ス
ト
・
イ
ン
ド
洋
津
波
の
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
可
能
性
」『
東
南
ア
ジ
ア

　
歴
史
と
文

化
』
第
41
号
、2012, pp. 105

-124.

（
補
論
）

　
た
だ
し
、
本
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ー
タ
を
追
加
し
た
ほ
か
、
一
般
の
読
者
に
読
み
や
す
く
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
内
容
を
大
幅
に
書
き
直
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
、
共
同
調
査
の
結
果
と
し
て
発
表
し
た
共
著

論
文
を
再
構
成
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
地
調
査
や
そ
の
内
容
の
考
察
に
お
い
て
は
、
共
著
論
文
の
共
著
者
を
含
む
多
く

の
方
々
の
考
え
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
本
書
の
内
容
は
全
て
筆
者
個
人
の
責
任
に
お
い
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
が
成
る
に
あ
た
っ
て
は
数
多
く
の
出
会
い
と
導
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
で
お
礼
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ス
マ
ト
ラ
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
発
信
を
二
年
間
に
わ
た
っ
て
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
た
ア
チ
ェ
研
究
の
西
芳
実

さ
ん
と
マ
レ
ー
シ
ア
研
究
の
篠
崎
香
織
さ
ん
。
当
時
の
勤
務
先
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館
で
災
害
対
応
の
共
同
研
究
に
導
い
て

く
だ
さ
っ
た
林
勲
男
先
生
。
災
害
対
応
の
地
域
研
究
の
大
先
輩
で
、
常
に
研
究
上
の
的
確
な
助
言
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
清
水
展

先
生
。
人
道
支
援
と
地
域
研
究
の
連
携
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
支
援
の
現
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
村
安
秀
先
生
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
震
・
火
山
に
関
す
る
理
学
・
防
災
研
究
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
門
外
漢
で
あ
る
筆
者
ら
を
加
え
、
思
う
よ
う
に
研
究
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
佐
竹
健
治
先
生
と
加
藤
照
之
先
生
。
現
在
の
勤
務
先

で
災
害
対
応
の
地
域
研
究
を
積
極
的
に
進
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
林
行
夫
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
同
僚
や
共
同
研
究
者
や
事
務
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
。
い
つ
も
大
胆
な
発
想
で
共
同
研
究
を
大
き
く
展
開
し
て
く
れ
る
シ
ア
ク
ア
ラ
大
学
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
デ
ィ

ル
ハ
ム
シ
ャ
ー
さ
ん
。
ア
チ
ェ
津
波
ア
ー
カ
イ
ブ
の
共
同
開
発
で
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
を
次
々
と
実
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
渡
邉
英
徳

さ
ん
。
現
地
調
査
で
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ア
チ
ェ
や
北
ス
マ
ト
ラ
の
方
々
。
そ
し
て
、
本
書
が
「
災
害
対
応
の
地
域
研

究
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
企
画
か
ら
編
集
の
段
階
ま
で
京
都
大
学
学
術
出
版
会
の
鈴
木
哲
也

さ
ん
と
福
島
祐
子
さ
ん
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
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最
後
に
な
る
が
、
筆
者
が
馴
染
み
と
愛
着
の
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
を
離
れ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
長
期
滞
在
し
て
ア
チ
ェ
避
難
民
支

援
の
調
査
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
を
与
え
、
二
〇
〇
四
年
の
津
波
後
に
は
日
々
の
情
報
整
理
に
追
わ
れ
て
数
か
月
に
わ
た
っ
て
避

難
所
の
よ
う
な
生
活
に
な
っ
た
我
が
家
を
支
え
て
く
れ
、
そ
の
後
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
人
・
知
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

調
査
を
支
え
て
く
れ
、
筆
者
の
考
察
に
対
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
勤
務
経
験
を
も
と
に
い
つ
も
鋭
い
指
摘
を
し

て
く
れ
る
妻
の
多
恵
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

二
〇
一
四
年
二
月
　
　
　

山
本
博
之

　


